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はじめに 

近年、日本語研究においてもコンピュータの利用が進み、大規模なデータを用いた用例ベースの研

究も増えつつある。とはいえ、現在利用可能なデータの多くはプレーンテキストを中心とする、文字

列検索のみが可能なデータであって、語ごとに区切られ品詞情報などが付与されたものは多くない。

形態素解析システムの利用なども考えられるが、少なくとも現代語以外の資料に対してはこれも無力

であり、結局は文字列検索に頼ることになる。 
したがって、意図した検索対象の語が、他の文字列から区別されるに十分な長さを持つ文字列とし

て表記される場合や、他の語では用いられることのない低頻度の文字を含む場合を除き、いわゆる

「ゴミ取り」作業、すなわち検索結果から意図したものとは異なる例を排除してゆく作業が重要とな

る。場合によっては、この作業がデータ処理の最も多くの部分を占めると言ってもよいかもしれない。

しかし、最終的に利用されるのは処理済みの用例データのみであり、用例抽出作業の方法そのものに

ついて触れられることはないのが普通である。こうした作業は、表に出すべきではない影の作業と位

置づけられているように思われる。 
しかし見方を変えれば、テキストの表層情報から必要とする情報であるかどうかを判別するという

作業は日本語研究者であるからこそ可能な高度な作業である。そのノウハウが埋もれ、忘れ去られて

ゆくのは残念なことである。 
また一方で、今後データ量がよりいっそう増えてゆくに従い、こうした手法そのものをより前面に

押し出してくることが必要になるのではないかと思われる。処理しきれないほどの検索結果からどの

ようにして用例を抜き出したのかが明示されなければ追試も不可能である。その抜き出し処理の方

法・語の検出アルゴリズムそのものも、論考の元となった資料の確実性、ひいては研究の信頼性を裏

付けるための基礎的な情報として重要なものとなってくると思われる。 
以上のような観点から、本稿では近代語のテキストから可能動詞を抽出する方法について考える。

可能動詞の使用が急拡大し助動詞「れる」による可能表現を駆逐してゆくようになるのは近代以降の

ことであるため近代語の調査として興味深いのみならず、その検索が一筋縄では行かないことから、

検索方法そのものを考える必要があるからである。 
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対象とするテキスト 

国立国語研究所で開発中の『太陽コーパス』を対象とした※。これは他に類を見ない大規模な近代

日本語のテキストデータであり、多彩なジャンル・文体を網羅していることから当時の言葉の実態を

探るのに格好のものである。ただし、以下で述べる検索の方法は、これ以外の近代語のテキスト、さ

らには現代語・近世語のテキストにも適用できるものを目指しており、これに特化したものとはしな

い。 

検索の方針 

可能動詞そのものを特徴づける形態的な特徴は、全てに共通する文字列にすると「エ段の仮名」と

いうことにしかならない。これだけでは到底検索語としての用をなさない。そこで、ありうる可能動

詞の語形リスト（辞書）を作り、これを検索語として検索を行い、その結果に対して絞り込みをかけ

るという方法を取ることにした。 
可能動詞はきわめて生産的であり、一部の無意志自動詞などを除き、ほとんどの五段動詞から生成

される。そこで、ひとまず可能動詞は五段活用動詞から自由に作られると仮定して、国語辞典から五

段活用動詞のリストを作り、これを機械的に可能動詞の形に変形することにした。 
これらの一連の作業や検索システムの実装は、主に自作のperlスクリプトによって行った。 

表記のバリエーション表記のバリエーション表記のバリエーション表記のバリエーション    
ところで、日本語のテキスト、とりわけ近代語テキストにおける語の検索で障害となるのは表記の

多様性である。『太陽』本文の様態も田中・小木曽（2000）にみるように実に多様であって、可能動
詞の検索に際しても、漢字・仮名遣いなど表記法のさまざまな部分で問題がでてくる。これについて

は次のような方針で対処した。 
漢字の異表記漢字の異表記漢字の異表記漢字の異表記    
漢字の異表記については、国語辞典（『岩波国語辞典 第五版』）所載の異表記全てを候補とした。

例えば「ひける＜ひく」の場合には「引・弾・曳・牽・挽・碾・轢・退」である。 
こうした語のレベルでの異表記に加え、旧字・異体字のような文字レベルでの異表記も存在する。

これについては一般的な新字・旧字の対応表によって両方の漢字を候補とした。例えば上にあげた

「弾」に対する「彈」などである。 
仮名遣いの変異仮名遣いの変異仮名遣いの変異仮名遣いの変異    
原文では歴史的仮名遣いに一致しない例が多いが、『太陽コーパス』では修正注が付けたうえで、

仮名遣いを全て歴史的仮名遣いに統一している。このほかのテキストについても文学作品など多くの

データは仮名遣いが整備されたものであることが期待できる。そうしたこともあり、今回は現代仮名

遣いと歴史的仮名遣いの両方を候補としたが、そのいずれにも一致しない仮名遣いは候補としなかっ

た。例えば、「食える」「食へる」は検索するが、仮に「食ゑる」という形があってもこれは検索し

ていない。ただし「っ」などの小書き片仮名については「つ」「っ」の両方を候補とした。 
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濁点濁点濁点濁点    
原文に濁点が付けられていない場合も多い。『太陽コーパス』では原則として濁点を付し修正注が

付けられているが、今回は見出し語に濁点が含まれる場合には濁点なしのものも候補とした。 
送り仮名の処理送り仮名の処理送り仮名の処理送り仮名の処理    
今日の用法から見て、送り仮名が極端に省略されているような場合がある。例えば「書た」とあっ

てもこれが「書けた」なのか「書いた」なのか判断することはできない。原文でルビが付いている場

合には、別途ルビを開いたテキスト（親字の代わりに振り仮名文字列を埋め込んだテキスト）を用意

してこれを検索することとし、通常のテキストではこうしたものの検索は見送った。ただし国語辞典

中でも送りがなの揺れが認められているような一般的な例については両方の形が検索できるように配

慮した。 
踊り字の処理踊り字の処理踊り字の処理踊り字の処理    
踊り字が用いられる場合も多い。これについては検索システムの側ではなく、テキストの側をあら

かじめ処理することで対処した。くの字点が影響することは考えにくいため、「ゝ」「ゞ」などの一

字を繰り返すものについてのみ、直前の仮名（またはその濁音仮名）に置き換える操作を行った。 

検索語リストの作成 

以上をふまえ、次のような手順で検索語のリストを作成した。 
まず、『岩波国語辞典 第五版』所載の見出し語のうち、〔五他〕〔五自〕〔五自他〕の記述があ

る語のリストを作る（2701語）。この見出しの漢字表記それぞれについて、旧字・異体字などの文字
レベルでの異表記がある場合にはこれを新たに加えた。 
ここから複合動詞などの、後方からみて文字列が重複することになるものを取り除き、必要な五段

動詞のリストを作成した。この重複削除は、仮名と漢字で別々に行う必要がある。例えば「さかのぼ

る【遡る】」は、仮名では「のぼる」と重複するため削除するが、漢字では削除しない。 
この操作によって、漢字表記総計で1723、仮名表記で755のリストができる。この五段動詞リスト
のそれぞれの語について、活用の行にあわせて語形をエ段に変更することで可能動詞の語幹リストを

作成する。 

一段活用動詞と同形となる場合一段活用動詞と同形となる場合一段活用動詞と同形となる場合一段活用動詞と同形となる場合    
このようにして五段活用動詞から機械的に作り出した可能動詞形が、同一語幹の一段活用動詞と同

形になる場合がある。その中には、例えば「遅らせる＜遅らす」「震える＜震う」のように、可能動

詞として用いられる場合がないものも多く含まれている。 
これらを除外するために、これまでに絞り込んだ可能動詞候補のリストを、『岩波国語』から抽出

した一段活用動詞のリストと対照し、漢字見出しが一致するものをはじき出した。仮名についてこれ

を行うと「あえる」（会える・和える）、「いえる」（言える・癒える）など別語が除外されてしま

うため、漢字見出しについてのみこの処理を行った。次ページの表に示すとおり、このように同形と

なる場合が漢字見出しで157ある。 
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可能動詞形と同形となる一段動詞可能動詞形と同形となる一段動詞可能動詞形と同形となる一段動詞可能動詞形と同形となる一段動詞（漢字表記）    
○ うなずける 頷ける × あからめる 赤らめる × そろえる 揃える 
○ うれる 売れる × あける 明ける × たいらげる 平らげる 
○ おける 置ける × あわせる 合(わ)せる × たがえる 違える 
○ おれる 折れる × いそがせる 急がせる × たわめる 撓める 
○ かまえる 構える × いただける 頂ける × ちぢめる 縮める 
○ きれる 切れる × いただける 戴ける × つがえる 番える 
○ くえる 食える × いためる 痛める × つからせる 疲らせる 
○ くだける 砕ける × いためる 傷める × つける 漬ける 
○ くつろげる 寛げる × うつぶせる 俯せる × つける 浸ける 
○ さける 裂ける × うつむける 俯ける × つける 附ける 
○ さばける 捌ける × おくらせる 後らせる × つける 付ける 
○ しれる 知れる × おくらせる 遅らせる × つたえる 伝える 
○ すすめる 進める × かがめる 屈める × つづける 続ける 
○ すれる 摺れる × かける 欠ける × つめる 詰める 
○ すれる 擦れる × かしげる 傾げる × てれる 照れる 
○ すれる 磨れる × かすれる 掠れる × とける 溶ける 
○ すれる 擂れる × かたぶける 傾ける × どける 退ける 
○ すれる 刷れる × かなえる 叶える × とどける 届ける 
○ すれる 摩れる × かなえる 適える × ととのえる 整える 
○ そげる 削げる × からめる 絡める × ととのえる 調える 
○ そげる 殺げる × きかせる 聞かせる × なぐさめる 慰める 
○ たてる 立てる × きかせる 利かせる × におわせる 匂わせる 
○ たのしめる 楽しめる × きずつける 傷つける × におわせる 臭わせる 
○ つける 着ける × くくめる 銜める × にぎわせる 賑わせる 
○ つける 就ける × くされる 腐れる × ねかせる 寝かせる 
○ つなげる 繋げる × くじける 挫ける × ねじれる 捩(じ)れる 
○ つれる 釣れる × くだされる 下される × ねじれる 捻(じ)れる 
○ つれる 攣れる × くびれる 縊れる × のぼせる 上せる 
○ つれる 吊れる × くぼめる 窪める × ひしげる 拉げる 
○ とける 解ける × くらわせる 食らわせる × ひそめる 潜める 
○ とれる 捕れる × くるしめる 苦しめる × ひびかせる 響かせる 
○ とれる 取れる × くるわせる 狂わせる × ふくめる 含める 
○ なける 泣ける × くろめる 黒める × ふせる 伏せる 
○ ぬける 抜ける × くわせる 食わせる × ふせる 臥せる 
○ ぬげる 脱げる × こめる 込める × ふるえる 震える 
○ ねれる 練れる × さわがせる 騒がせる × ふるわせる 震わせる 
○ はげる 剥げる × しずめる 沈める × まがえる 紛える 
○ はなせる 話せる × したがえる 従える × まかせる 任せる 
○ ひける 引ける × しのばせる 忍ばせる × まぎらせる 紛らせる 
○ ふれる 振れる × しらせる 知らせる × まくれる 捲れる 
○ ほれる 掘れる × しわめる 皺める × またげる 跨げる 
○ むける 剥ける × すがめる 眇める × もめる 揉める 
○ むける 向ける × すくめる 竦める × もれる 洩れる 
○ やける 焼ける × すける 透ける × もれる 漏れる 
○ やぶける 破ける × すたれる 廃れる × やすめる 休める 
○ よれる 縒れる × すぼめる 窄める × やめる 止める 
○ われる 破れる × すませる 済ませる × やめる 病める 
○ われる 割れる × せかせる 急かせる × やめる 已める 
○ よめる 読める × そえる 添える × やわらげる 和らげる 
○ あける 開ける × そえる 副える × ゆるめる 緩める 
○ いれる 入れる × そだてる 育てる × ゆれる 揺れる 
○ ならべる 並べる × そむける 背ける    
× あおのける 仰ける × そめる 染める    

（異体字などは含めず、現代仮名遣いでの形のみを挙げた） 
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この中には可能動詞として使用されるものも含まれている。表中、○印を付けたものは可能動詞と

しての用法も認められると考え、リストに残した。 
同じ動詞でも表記によって使い分けがある場合には、それぞれの使用状況に即してリストに残すか

どうかを決めた。例えば「つける」は「着ける」「就ける」は残し、「漬ける」「浸ける」などは除

いた。「とける」では「解ける」を残し「溶ける」「熔ける」などは除いた。 
可能動詞候補から除外されるものを簡単に整理すると、多くは次のようなものである。 
・ 元から五段活用・一段活用の間で揺れがあるもの、またはほぼ同義で両方の活用があるもの。 
例：「震える＜震う」「漏れる＜漏る」「洩れる＜洩る」 

・ 上のうち、特に「せる」と「す」が交代するもの。 
例：「聞かせる・聞かす」「狂わせる・狂わす」「忍ばせる＜忍ばす」 

・ 身体動作を表す自動詞の可能動詞形が、身体部分を対象とする再帰的な動詞と一致するもの 
例：「俯ける・俯く」「屈める・屈む」「背ける＜背く」 

・ 無意志的な自動詞、非対格自動詞から作られた可能動詞形が、一段活用の他動詞と一致するもの 
例：「赤らめる＜赤らむ」「叶える＜叶う」「育てる＜育つ」「揃える＜揃う」「縮める＜縮

む」「続ける＜続く」「届ける＜届く」「整える＜整う」「止める＜止む」 
・ 元となる五段動詞が意志的な動詞であっても可能動詞形が考えにくいもの 
例：「伝える＜伝う」「捲れる＜捲る」「揉める＜揉む」「捩れる＜捻る」 

「苦しめる」「沈める」なども、意志動詞として「苦しむ」「沈む」が用いられる場合には可能動詞

としての用法も考えられるわけだが、そのような実例は考えにくいうえに自動詞との誤ヒットが予想

されることから除外した。 
さらに、ここでは「陥（おちい）れる＜陥（おちい）る」に対する「陥（おとしい）れる」、「貶

（さげす）める＜貶（さげす）む」に対する「貶（おとし）める」のように、漢字表記上一致するも

のも可能動詞として用いられない場合には削除した。一方、「入（い）れる」「入（はい）れる」の

ように表記上一致することがあるために残したものがある。 
ここでリストに残すことにしたものの多くは、同音異義語と考えないのであれば、可能動詞として

の用法を持ちながら、可能動詞の範囲を超えた用法を持つ動詞ということになる。これらについては

その歴史的な経緯を含め、意味の範囲などをより深く検討する必要があるだろう。ここで排除した動

詞についても可能動詞との関わりを含めて考えるべきことは多いが、いずれも今後の課題としたい。 
なお、ここであえてリストに残した語は、この語形をしていても可能動詞である可能性が低くなる

と考えられる。そこで後述する絞り込み時にこの不確かさや構文的な条件を反映することにする。 

正規表現正規表現正規表現正規表現    
以上の手順で作成されたリストをそのまま検索語として総当たりで試しても良いのだが、実際の検

索に膨大な時間がかかるため、次の表のように活用の行ごとに正規表現にまとめて検索語リストとし

た。ここには漢字見出しで終止形が３文字になるもののみ挙げる。 
実際に検索してみると、終止形が４文字以上になる場合には可能動詞に正しくヒットする例はきわ
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めて少ない（「飛ばせる」「着こなせる」の２種、５例のみ確認）。また『太陽』のようなテキスト

では仮名書きされる用例もほとんど見られない。したがって、リストに取られなかった一般的でない

漢字表記を除けば、事実上ここに挙げたものがほとんどの可能動詞を網羅することになると思われる。 
 

可能動詞語幹にマッチする正規表現可能動詞語幹にマッチする正規表現可能動詞語幹にマッチする正規表現可能動詞語幹にマッチする正規表現（漢字表記・語幹２文字）    

ア行 
ハ行 

[逢扱囲謂窺唄云厭沿歌会鎧願希揮疑掬吸救糾給競狂喰遇憩敬結嫌遣言雇乞抗構行購合伺使思
支賜飼失杓呪拾習臭襲集祝潤償商笑拭食酔誓請占宣戦洗繕狙争装遭諾奪担逐弔追通敵纏闘匿
匂能培買這伴煩庇被漂負舞覆払奮補慕倣報縫訪迷貰問誘傭謡養恋労弄賄惑會冀勞圍從戀戰擔
拂撓攫浚渫爭犒篩綯衒裝詛諂謠謳贖蹲隨醉鬪][えへ] 

カ行 

[扱引曳厭堰往画開解懐咳割渇乾巻喚貫輝欺急泣響驚空結捲牽研向好行轟漉塞砕裁咲捌撒蒔若
趣就瞬書鋤除抄招焼省衝拭吹炊逝説戦穿閃措掃掻即叩嘆弾置築着聴吐働動導撞突如覗播破剥
発抜挽描敷浮赴葺沸焚聞歩抱放飽暴磨鳴湧涌誘耀利履裂佩劈卷呟呻啼嘶嘯囁彈懷戰拔拱搗敲
梳麾燒畫疼發眩碎碾繙聽舁舂蠢覘跪躓轢頷靡]け 

ガ行 [扱泳嫁稼寛急禦仰継繋研貢塞削殺次寿炊接雪戦扇煽漕騒濯脱担注凪薙矧剥紡防磨凌和喘嗅壽
戰擔游灌漱鬻繼騷鬩]げ 

サ行 

[愛圧威為移印隠映越延汚押卸下仮果過介解回壊廻外害嚇覚乾干慣還期帰記起擬議許脅興均顕
験減現御交更耕降漉唆差鎖坐座催済在殺晒残刺志思指施止試示辞湿質写射宿祝熟出潤召消蒸
醸伸侵浸申尽推制成正生醒奏捜挿増促足属堕対貸托託濁探致注著兆直通潰敵適徹点渡賭倒灯
燈逃透馴燃博犯標表付腐附撫復服覆閉片返暮崩放萌冒翻黙戻訳癒諭余来落乱離略流冷零話亂
來假囘囃毀壞墮壓孵寫對屬搜插暈歸殘濟濕濾燻熨熾爲默盡穢窶糺縅翳冐覺誑譯貶賺齎躱辭醂
釀隱鞣顯餘騙驗點]せ 

タ行 [過撃激建裁持充勝絶穿打待託断討発分保放満立峙截抛擲斷滿滾發]て 
ナ行 死ね 
バ行 [咽運悦学玩喜貴及叫結呼荒偲撰選尊択綻跳転忍飛並亡滅遊弄噎學擇轉竝]べ 

マ行 

[暗囲萎育因飲営詠怨凹温苛霞噛憾企忌汲拒怯挟謹恵倦好巧荒刻恨済撮産辞嫉酌住熟潤笑畳食
蝕慎進嵩澄凄棲清青積績羨選疎組阻憎息啄弾弛凋挑掴泥摘澱妬悼盗踏読呑悩膿拝白否富僻蔑
編歩包萌望睦勇淀頼涼力臨励和歪佇儚凉剪勵咬嗜營噤嚼圍孕彈恃恤惠惱愼抓拜挾攫盜飮沮滲
潛濟疊眩睨蕾讀貶軋辭鋏]め 

ラ行 

[阿握依為移逸因陰映煙縁殴下架過回廻馨覚掛割括滑刈堪還関陥寄帰祈起偽疑吃詰去居拠挙漁
競興凝曲駆駈掘繰薫係契繋計決懸謙遣減限誇跨悟語誤護光拘昂絞降香困梱坐座彩採祭細載在
作削搾刷擦参散斬残仕司止至賜侍叱執湿実謝遮借弱取守狩終蹴渋重宿巡勝承昇樵焦象障上乗
譲飾織触振浸図摺成生盛積切折尖潜煎煽選蘇遡叢操葬走送贈造則測足遜太怠替滞退代濁辿探
耽断知喋張彫捗直通綴吊釣停剃滴徹填貼点塗屠渡登怒凍灯燈当祷到透曇鈍入熱捻撚粘破罵配
売泊迫縛伐判反繁罷肥被誹逼謬氷頻侮覆分憤偏変返便捕募奉放法撲翻摩磨稔眠鳴茂猛蒙黙戻
躍優有由余与揚踊来頼溜慮料量隣劣煉練錬労弄乘來傲僞囘刳勞參呵呷哮啜唸嘲囀圖奢娶嬲孵
實嵌廢悖憚罹截抉抓抛掏捩搖撓據擂擧擽攣變斷梳歸殘毆毟溯滾滯漲澁潛濕炙炒焙燻熬熾爲默
甦當瞑祀祟籠糶縒縋縢翔翳與舐蟠覺觸訛訝謗譏讓貪賣跼踞蹶蹲躄躙軋辷迸鑽關陷餘騙驅驕點
齧]れ 

検索結果の絞り込み・重み付け 

以上によって語形による検索が可能となるが、これでは可能動詞以外のものが多数ヒットすること

になり、何らかの絞り込みが必要となる。ここでは次のようなものを絞り込みの条件として考えた。 

下接文字列による絞り込み下接文字列による絞り込み下接文字列による絞り込み下接文字列による絞り込み    
先に挙げた同形一段動詞のほかに、可能動詞と紛らわしい形として、元となる五段動詞の活用形が
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ある。「書く」を例に取れば、命令形、仮定（已然）形、連用形の「書け」が可能動詞語幹に一致し

てしまう。しかし、このうち命令形、已然形は直後にあらわれる文字列によってかなり絞り込むこと

ができる。命令形の場合は「！・」・』」などの記号類が来る場合があるが、可能動詞語幹にこれが

続く場合はない。また、仮定（已然）形の場合は、係り結びを除き、助詞「ば」「ど」「ども」が来

るが、可能動詞語幹にこれが続くことはない。また、文語では助動詞の「り」が続く場合も多いが、

これも可能動詞語幹には付かない。このようにして「し・ば・ど・と・り・ざ・ら・を・

れ・！・。・、・」・』」などは可能動詞語幹の直後に来ることはないため、除外することができる。 
1901年から1925年までの『太陽コーパス』全体を単純に語形のみで検索した場合、前に正規表現
の形で挙げた終止形が３文字になる漢字入りの語形だけで約４万件ヒットすることになるが、下接文

字列による絞り込みによってこのうち約半数を除去することができる。 

上接文字列による絞り込み上接文字列による絞り込み上接文字列による絞り込み上接文字列による絞り込み    
可能動詞の直上に来る文字列には、動詞連用形・副詞・

名詞句などさまざまなものがありえ、ごく一部の記号類を

除けば直接的な制限はかけられない。しかし、実際に可能

動詞があらわれる場合には何らかの規則性を持っていると

考えられる。 
そこで、あらかじめ行った検索結果を手作業で絞り込ん

で可能動詞の用例リストを作成し、この用例リストにおけ

る可能動詞の直前文字を頻度順で並べたもの（上位20字）
が右の表である。 
これによると上接字にはかなりの偏りが見られ、「は」

「も」「に」「が」「て」などの助詞と思われる文字が来

る場合が圧倒的に多いことがわかる。今回は利用できなか

ったが、この情報を活かすことで絞り込みが可能になるは

ずである。 
「見」「受」が上位にあるのは「見出せる」「受取れ

る」などの語形を後方一致で採集したためである。また

「～」は踊り字（くの字点）を表す。 
語別にこの頻度を見ることによって、また、２文字・３

文字などこれより長い範囲で頻度の高い文字列を調査する

ことによって、より有効な方法になると考えられる。 
 

文体による絞り込み文体による絞り込み文体による絞り込み文体による絞り込み    
比較的新しい語形である可能動詞は、口語で書かれたテキストに多くあらわれ、文語で書かれたテ

キストには出現しにくいと考えられる。また、最も紛らわしい語形は五段（四段）動詞連用形に助動

可能動詞の直前の文字・頻度表 
文字 数 頻度(%) 

は 365 18.60 
も 298 15.19 
に 201 10.25 
が 167 8.51 
て 139 7.09 
と 118 6.01 
で 83 4.23 
の 62 3.16 
を 57 2.91 
く 55 2.80 
り 49 2.50 
へ 30 1.53 
か 28 1.43 
ら 26 1.33 
ひ 24 1.22 
し 22 1.12 
見 21 1.07 
ば 18 0.92 
受 11 0.56 
～ 10 0.51 

（上位20字） 
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詞「り」が付いたものの連体形・連用形であるが、この形は文語文では頻出するのに対し、口語文で

はほとんどあらわれない。こうしたことから、文語・口語いずれによって書かれた記事であるのかに

よって検索結果を分類することで検索結果の絞り込みに生かすことができそうである。 
幸いなことに、『太陽コーパス』は記事ごとに［文語］［口語］［韻文］といった情報がタグ付け

されており、これを利用することでこの操作は容易に実現できた。こうした情報がない場合には検索

対象指定時に文体を指示するか、文末辞などによる文体の自動判別が必要となるだろう。 
この文体による判別は、後述する調査結果からもわかるとおり、かなり有効に機能する。 

文中要素による絞り文中要素による絞り文中要素による絞り文中要素による絞り込み込み込み込み    
本格的な構文解析を行うことは望むべくもないが、文の中にキーとなる文字列が含まれるか否かに

よって、ヒットした語の可能動詞としての確からしさを認定することが可能であると思われる。 
例えば、他動詞と同形になる「進める」「着ける」の場合、可能動詞と見なされるのは自動詞「進

む」「着く」から作られたものであるから文中にヲ格の語はあらわれない。それに対し、同形の一段

動詞は他動詞であるためヲ格の語があらわれる場合が多い。したがってヒットした位置より上の文中

に文字「を」があらわれない場合は可能動詞である可能性が高いと判断できる。 
実際に「進める」の場合を試すと、458ある候補のうち、文中に「を」を含まないものは33例に絞

られる。可能動詞として認めた「進める」は次の３例にすぎないが、このいずれもが33例中に含まれ
ていた。用例はいずれもリーヒイ／佐野慶介（訳）の長編科学小説「生ける死」からであった。 
・ その日はやつと六哩しか進めませんでした。,1925年2号,生ける死（第二回） 
・ 或る時は一呎も進めなかつた。,1925年7号,生ける死（第六回） 
・ その日は道が頗る惡かつたので五哩半しか進めなかつた。,1925年10号,生ける死（第八回） 
逆に、自動詞と同形となる「破れる」の場合、自動詞「破れる」ではヲ格の語はあらわれず、他動

詞「破る」から作られた可能動詞では文中にヲ格の語があらわれることが多くなるようにも思われる

が、可能文であるためヲ格がガ格に交代している場合が多く「を」の有無での判別は有効ではない。

しかし、これを他動詞から作られる一般の可能動詞に逆に当てはめて、可能動詞であればヲ格がガ格

に交代している場合が多いから「を」を含まないものの方が可能動詞である可能性が高い、といった

絞り込みも考えられる。 
このほかにも利用できる文中要素はさまざまなものがあると思われるが、今後用例を集めた上で検

討してゆくことにしたい。 

検索結果に対する重み付け検索結果に対する重み付け検索結果に対する重み付け検索結果に対する重み付け    
以上述べてきた絞り込みの方法のうち、確実に可能動詞以外のものを排除できると思われるものは

下接文字列による絞り込みの一部だけである。この確実なものについては検索プログラムそのものに

埋め込む形で実装した。 
そのほかの方法は確からしさを増すだけであって、誤って可能動詞を排除してしまう可能性が残る。

こうした手法の実装は検索結果に対してフィルタをかけ、確からしさのレベルに応じて重み付けを行

い、これを検索結果に反映させるのが望ましい。 



133 近代語テキストからの可能動詞の抽出 

この重み付けの方法については試行錯誤を繰り返している段階にある。対象とする資料に合わせて

ここで調整を行う必要もあるだろう。実例を多く集めた上でなければ十分な効果が期待できないこと

もあって、今回の検索では部分的に利用したのみである。 

『太陽コーパス』における可能動詞の用例数の推移 

これまでに述べた検索方法を実際に用いて『太陽コーパス』における可能動詞の用例数の推移を調

査した。本調査はいわば上述の方法の実証試験であり、対象とするデータも開発途上のβ版である。

したがって結果についても暫定的なものであることをお断りしておく。 
可能動詞の年ごとの用例数を、年ごとのテキスト量・記事の文体別を考慮してまとめると次の表１

のようになる。計算に使用した太陽コーパスのテキスト量は表２に示したとおりである。 
用例の認定に際し、一段動詞と同形のものは「することができる」への置き換えの適否などによっ

て適宜判断した。例えば、「（異性に）持てる」、「（取っ手が）取れる」などは除外し、「（荷物

が）持てる」、「（連絡が）取れる」などは含めた。また「耐え切れる」「飛び出せる」のような複

合動詞の後項になる場合もそれぞれ「切れる」「出せる」のうちに含んでいる。 
なお、今回の調査では「知れる」はすべて除外した。幅広い用法を持つうえに「かもしれない」な

どの形で頻用され、判別が難しいことからである。「切れ味」「売れ行き」のような名詞の一部にな

っているものなども除いている。 

表１ 可能動詞の用例数・出現率 

年 可能動詞用例数
出現頻度 
（語/MB）

口語記事中の
用例数 

口語記事中の 
出現頻度（語/MB） 

1895 90 13.48 39 103.26 
1901 166 26.01 134 78.69 
1909 412 65.67 386 95.69 
1917 531 89.58 488 98.38 
1925 762 112.32 759 113.55 

 

表２ 太陽コーパスの文体別テキスト量 

年 全記事(KB) 文語・ 
韻文(KB) 

口語・ 
その他(KB) 口語％

1895 6837 6451  387 5.7 
1901 6536 4793  1744 26.7 
1909 6424 2294  4131 64.3 
1917 6070 991  5080 83.7 
1925 6947 102  6845 98.5 

（タグなどを除去した正味のテキスト量） 

可能動詞の用例数・出現頻度（テキスト１メガバイトあたりの出現数）は年を追って増えてゆく。

しかし、テキストの口語割合も同じようにして増えているため、単純に増加しているとはいえない。

表３ 各年の可能動詞異なり語数 
年 異なり語数 

1895 29 
1901 49 
1909 71 
1917 71 
1925 118 
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口語記事に限って見ると、増加の傾向も見て取れなくはないが、それほど急激な増加ではない。 
しかし各年の可能動詞の異なり語数を見ると表３のようになる。絶対的な用例数が多いので当然の

結果とも言えるが、着実に使用される範囲の幅が広がっている様が見て取れる。実際にあらわれる可

能動詞は次の表４に示した通りである。 

表４ 『太陽』各年の記事にあらわれる可能動詞 

1895 
愛せる,引ける,云へる,下せる,割れる,喰へる,遣れる,言へる,行ける,持てる,執れる,取れる,
出せる,書ける,食へる,吹ける,切れる,漕げる,置ける,通れる,登れる,望める,貰へる,乘れる,
彈ける,飮める,盡せる,讀める,賣れる 

1901 

逢へる,謂へる,云へる,往ける,歌へる,解ける,居れる,遣れる,言へる,限れる,悟れる,行ける,
行へる,採れる,作れる,殺せる,伺へる,思へる,持てる,取れる,書ける,勝てる,上れる,食へる,
積める,切れる,説ける,潜れる,足れる,置ける,通れる,潰せる,渡せる,渡れる,登れる,買へる,
飛べる,聞ける,保てる,歩ける,募れる,眠れる,貰へる,遊べる,拔ける,拂へる,讀める,賣れる, 
飛ばせる 

1909 

愛せる,逢へる,謂へる,云へる,汲める,居れる,喰へる,遇へる,撃てる,遣れる,言へる,呼べる,
行ける,行へる,採れる,作れる,捌ける,使へる,思へる,死ねる,飼へる,持てる,取れる,住める,
出せる,書ける,勝てる,笑へる,食へる,振れる,成れる,切れる,接げる,措ける,足せる,打てる,
貸せる,置ける,通せる,通れる,釣れる,渡れる,登れる,働ける,動ける,入れる,買へる,飛べる,
描ける,負へる,保てる,捕れる,歩ける,歩める,眠れる,貰へる,利ける,練れる,話せる,會へる,
拔ける,飮める,歸せる,歸れる,燒ける,畫ける,疊める,盡せる,讀める,賣れる,着こなせる 

1917 

逢へる,扱へる,謂へる,云へる,解ける,掛れる,吸へる,泣ける,居れる,許せる,喰へる,掘れる,
計れる,結べる,言へる,行ける,行へる,捌ける,使へる,思へる,死ねる,持てる,借れる,取れる,
出せる,書ける,勝てる,省ける,上れる,食へる,申せる,成れる,切れる,穿ける,措ける,打てる,
貸せる,置ける,通れる,掴める,釣れる,渡れる,働ける,忍べる,買へる,飛べる,描ける,負へる,
聞ける,捕れる,歩ける,縫へる,望める,眠れる,貰へる,遊べる,頼める,離せる,話せる,乘れる,
會へる,卷ける,彈ける,拂へる,飮める,爭へる,盡せる,讀める,賣れる,隱せる,飛ばせる 

1925 

愛せる,逢へる,握れる,謂へる,窺へる,唄へる,云へる,泳げる,往ける,果せる,歌へる,過せる,
解ける,願へる,起せる,疑へる,救へる,泣ける,去れる,居れる,拒める,許せる,喰へる,掘れる,
撃てる,結べる,現せる,言へる,雇へる,行ける,合へる,作れる,搾れる,殺せる,捌ける,伺へる,
使へる,思へる,施せる,死ねる,持てる,取れる,拾へる,出せる,書ける,勝てる,笑へる,飾れる,
織れる,食へる,申せる,進める,推せる,成れる,盛れる,切れる,説ける,掻ける,走れる,憎める,
造れる,測れる,打てる,置ける,直せる,通れる,掴める,綴れる,釣れる,塗れる,渡せる,渡れる,
怒れる,働ける,動ける,忍べる,覗ける,買へる,否める,被れる,飛べる,描ける,負へる,葺ける,
聞ける,歩ける,歩行る,暮せる,放せる,望める,防げる,眠れる,貰へる,遊べる,利ける,凌げる,
練れる,話せる,乘れる,會へる,學べる,彈ける,戰へる,拔ける,拜める,拂へる,挾める,盜める,
飮める,歸せる,歸れる,爭へる,畫ける,盡せる,繼げる,聽ける,讀める,賣れる 

著者・ジャンルごとの違いや、助動詞「れる」による可能表現など他の形式との対照、文脈の肯定

否定など、調査すべきことは多いが、これらのより詳しい検討は別の機会に譲ることにする。 

おわりに 

今回は使用頻度をほとんど問題にせず、基礎データを国語辞典により、これに記載のあるほとんど

の語を候補とした。誤ヒットが多いものや使用頻度が低いものであっても、可能動詞の可能性が残る

ものは検索語に残したままである。検索語リストについては十分な検討を行っておらず、まだまだ余
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分なものが含まれていると考えられる。一方で、実際のテキスト中では、辞書に記載されないような、

一般的でない表記がなされる場合も多く、そうしたもののうちに可能動詞を取りこぼしてしまってい

る可能性は残る。こうしたものは実際の用例を元に辞書に追加してゆかなければならない。 
今後、実例をもとに辞書をブラッシュアップし、同時に絞り込みのフィルタについても用例・頻度

に基づいた実装を進めて行く予定である。 
 
※ 「太陽コーパス」の形式や規模、雑誌『太陽』本文の様態などについては田中・小木曽（2000）、田中

（2001）を参照されたい。同コーパスは現在開発中であるが、本稿執筆者が非常勤研究員として勤務して

いることから、今回は内部公開されているβ版Ver.0.6（2001.12.27版）を利用させていただいた。 

「太陽コーパス」の一部は試用版として外部公開されている。これについては田中（2001）付記を参照さ

れたい。 
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